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●みんなでつくろう花いっぱいのまち！

4月10日～12日の期間開催される第46回米州開発銀行年次総会(IDB沖縄総会)に向

け、3月1日(火)、アメリカンビレッジ内で花植えが行われました。町内の企業、団

体から総勢145人もの方々がボランティアとして参加。総会参加者への歓迎の意を

表し、そして北谷町のアピールにつなげていこうと一生懸命作業を行いました。
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第
46
回
米
州
開
発
銀
行(

I
D
B)

年
次
総
会

４
月
10
日(

日)

〜
12
日(

火)

ま
で
の
期
間
、「
第
46
回
米
州
開
発
銀
行(

I
D
B)

年
次
総

会
」
が
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
I

D
B
総
会
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
の
は
１
９
９
１
年
の
名
古
屋
総
会
以
来
２
回
目
で
、

世
界
の
46
の
加
盟
国
か
ら
大
勢
の
参
加
者
が
集
ま
る
予
定
で
す
。

世
界
最
大
級
の
国
際
会
議
　
沖
縄
で
開
催
！

米
州
開
発
銀
行(

I
D
B)
は

中
南
米
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
経

済
・
社
会
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
１
９
５
９
年

に
設
立
さ
れ
た
地
域
開
発
金
融

機
関
で
す
。
創
設
時
の
加
盟
国

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
中
南
米

諸
国
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
、

カ
ナ
ダ
に
続
き
、
さ
ら
に
米
州

域
外
の
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
等
も
加
わ
り
、
現
在
46
加
盟

国
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
行

わ
れ
る
本
会
議
に
先
立
ち
各
種

セ
ミ
ナ
ー
が
６
日
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
の
伝
統

芸
能
で
参
加
者
を
お
迎
え
す
る

ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
「
沖
縄

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
や
、
平
和
へ

の
祈
り
を
こ
め
て
行
わ
れ
る

「
平
和
祈
念
公
園
ツ
ア
ー
＆
コ

ン
サ
ー
ト
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ

I
D
B
と
は
？

ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
谷
町
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
は
ち
ゅ
ら
ー
ゆ
で

の
温
泉
体
験
や
ア
メ
リ
カ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
コ

ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
で
総
会
参
加
者
を
歓
迎
し
ま

沖
縄
年
次
総
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

I
D
B
沖
縄
開
催
実
行
委
員
会

1
８
５
９-

８
６
３
９

I
D
B
沖
縄
総
会
U
R
L

http://w
w
w
/idb-okinaw

a2005.jp
１．会議(沖縄コンベンションセンター)

4月10日　開会式(本会議1)

本会議2

4月11日　本会議3

4月12日　閉会式(本会議4)

２．セミナー・プレゼンテーション

4月6日　公式セミナー及び

～9日　パラレルセミナー

4月7日　パラレルセミナー

4月10、11日　プレゼンテーション

３．ソーシャルイベント

4月9日　東南植物楽園ガーデンビュッフェ

ディナーレセプション

4月9日　ウェルカムイベント

“OKINAWA  FANTASIA”

4月11日　沖縄県知事主催招宴

4月12日　フェアウェルイベント

“EXCITING  OKINAWA”

４．同伴者プログラム

4月9、10日　いけばなコース

4月9日　むら咲きむらでの文化体験

4月10日　沖縄美ら海水族館

4月10、11日　ゆいレール乗車

4月11、12日　首里城＆ダウン

タウン那覇

4月11、12日　識名園＆ダウン　

タウン那覇

4月11日　平和祈念公園ツアー＆

コンサート

4月12日　ダウンタウン本島中部

＆温泉体験

５．産業視察ツアー

4月7日　海水淡水化施設、JICA

交流、ミバエ対策事業

所、金武火力発電所

●IDB総会参加者向けプログラム日程

4月1日から家庭ごみ収集は、「燃やせるごみ」「燃やせ

ないごみ」は指定ごみ袋、「粗大ごみ」は処理券で排出

しないと収集致しませんのでご注意下さい。

また、指定ごみ袋などは、最寄りのスーパーやコンビ

ニなどの取扱店で購入して下さい。

家庭ごみの有料化がスタートします！
北谷町の新しいごみ出しルール

2月21日(月)、地
域における環境パ
トロールを奨励す
るため、辺土名町
長から砂川憲平自
治会長連絡協議会
会長にステッカー
の授与が行われた。

▲2月20日(日)、宮城海岸周辺で
行われたボランティア清掃。

▼

●お問い合わせ　　環境衛生課　1936-1234 内251

▲キャンペーン期間中、役場町民

ギャラリーにて行われたパネル展。

新しいごみ出しルール

を解説した「北谷町ごみ

減量大作戦！」パンフレ

ットを環境衛生課で配布

しています。
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通常接種年齢の早い時期に予防接種を受けると、接種効果が早い時期から発揮されるため、

対象疾病にほとんどかかりません。万一かかったとしても軽く済みます。わが子を恐ろしい

伝染病から守るために計画的に受けましょう。なお、接種対象年齢の期間内に受けると接種

料金は無料(全額公費負担)となっております。

●お問い合わせ

北谷町保健相談センター　1936-4336

※ＤＰＴ：Ｄはジフテリア、Ｐは百日せき、Ｔは破傷風

▼接種回数
通常接種が行われている年齢
接種が定められている年齢

３
ヶ
月

ポリオ(2回)

ＢＣＧ

日本脳炎

風しん

麻しん(はしか)

ＤＰＴ2期

ＤＰＴ1期

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヶ
月

６
ヶ
月

９
歳

11
歳

10
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

１、集団接種：保健相談センターで一斉に行う予防接種

接種種類

ポリオ(春期)

実施日時

5/11(水) 14：00～

通知月日実施場所

H16.1.1～H16.12.31生H17.4.28

通知月齢

ポリオ(秋期)

ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＤＴ(ＤＰＴ2期) H17.7.8

H17.9.30

H17.6.10

H 5 . 4 . 2 ～ H 6 . 4 . 1 生

H16.7.1～H17.6.30生

H16.12.25～H17.4.24生

２、個別接種：個人が日時、病院等を選択して受ける予防接種

接種種類 実施日時 実施場所
標準的な接種時期・回

数は「接種対象年齢」表の
とおり。(対象年齢を超え
ると有料となります）

通知月齢

４月
～３月

麻しん(はしか)

日本脳炎
風しん

指定
医療機関

ＤＰＴ1期

（注１）指定医療機関は、中部地区に約100か所あります。詳しいこと
は、保健相談センターにお問い合わせ下さい。

※60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器等の機能又はヒト免疫不全
ウィルスによる免疫の機能に障害をもつ方も受けられます。
法定接種：年１回　接種料金：自己負担1,000円(公費負担3,000円)
生活保護世帯は個人負担免除(無料)。

接種の種類

インフルエンザ

実施期間

10月～2月

通知実施場所

指定医療機関 満6５歳以上9月末

対象

◆健康だより◆

ＢＣＧ

保健相談
センター

H17.10.7 H17.4.25～H17.8.24生

H17.8.25～H17.12.25生H18.2.10

10/12(水) 14：00～

7/21(木) 14：00～

6/24(金) 13：00～

10/21(金) 13：00～

2/24(金) 13：00～

※結核予防法の一部改正により、BCG予防接種の
対象年齢が変わりました(平成17年4月1日から実
施)
これまで(改正前)
・4歳未満(ツベルクリン反応が陰性であった者)

これから(改正後)
・生後6ヶ月未満(ツベルクリン反応検査廃止)
・6ヶ月以上は有料

去
る
３
月
９
日
、
本
町
は

「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
活
動
」

に
対
す
る
功
労
が
評
価
さ
れ
、

沖
縄
県
交
通
安
全
推
進
協
議
会

会
長
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
交
通
安
全

指
導
員
の
皆
様
、
各
自
治
会
等
、

地
域
の
皆
様
の
交
通
安
全
に
対

す
る
多
大
な
ご
尽
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
い
え
ま
す
。

今
後
も
、
日
本
一
安
全
な
町

を
目
指
し
て
共
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

北
谷
町
が
沖
縄
県
交
通
安
全

推
進
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞

「
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

で
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
け
た
。」
と
辺
土

名
町
長
は
喜
ぶ
。

２年間交通死亡事故
ゼロ！

▼

２
月
21
日(

月)

、
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
選
手
会
か
ら
町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
寄
付
金
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。
辺
土
名
町
長
は
「
皆
さ
ん

の
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。
キ

ャ
ン
プ
も
終
盤
と
な
り
ま
し
た

が
ケ
ガ
に
は
気
を
つ
け
て
シ
ー

ズ
ン
に
備
え
て
下
さ
い
。
」
と

お
礼
。
井
端
選
手
会
長
か
ら
は

「
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
の
キ
ャ

ン
プ
は
ケ
ガ
人
も
少
な
く
、
万

全
の
状
態
で
シ
ー
ズ
ン
に
臨
め

そ
う
で
す
。
」
と
頼
も
し
い
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
選
手
会
か
ら

貴
重
な
寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た

井
端
弘
和
選
手
会
長(

左)

と
福

留
孝
介
選
手(

中
央)

▼
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登録者数

利用者数

貸出冊数

122人

3,608人

14,643冊

４月 の休 館日

※
毎
週
月
曜
日
　
休
館
日

28
日

資
料
整
理
日

29
日

み
ど
り
の
日

○印はお休みです

返本について(お願い)

Book Post
北谷町立図書館

北谷町字桑江467-1
1936-3542

※

(2/13)

人形たちとのお話がとっても愉快でしたね

出演：人形劇団 ひとみ座　伊東 史朗さん

4月以降最初の来館時に、カウンターで

利用カードを出して、更新の申し出をし

て下さい。現在お持ちの利用カードは、

更新手続き後もそのまま利用できます。

①

②

③

④

「図書館利用カード」更新のお願い
★さわってごらん、ぼくの顔

(藤井 輝明 著)
★なっとうぼうや (わたなべ あや 著)
★ぶーちゃんとおにいちゃん

(島田 ゆか 編)
★たのしいそろばん教室 (加山 和男 著)
★おしえてフッソマン　フッソってなあに？

(松元 祐子 絵)

「あなたの夢はなんですか？私の夢

は大人になるまで生きることです。」

(池間 哲郎 著)

アジアの貧困地域に暮らす

子ども達の支援活動を続ける

著者が「本当に大切なもの」

とは何かを訴えるメッセージ

本人確認のできる免許証、保険証、学

生証などの提示が必要です。(住所や電

話番号などに変更がある方はお知らせ

下さい。)

在勤、在学のかたは「利用申込書」で

再申請して下さい。(勤務証明、学生証

などが必要)

引越しや転勤、卒業などで町外へ出られる

方は図書館の利用カードをお返し下さい。

団体貸出を利用している団体も、再申

請が必要になります。

★沖縄文芸年鑑2004

★沖縄の暮らしの大百科

★真南風(マフェー)

(大田 ちづる 著)

★匠(たくみ)

ー津軽＆琉球コラボ

(よなは徹と新田昌弘の津軽

三味線コラボレーション)

★琉球ソングス

(α波オルゴール)

★白百合クラブー石垣島ライブ

★宮古上布

★嘉手苅林昌　唄と語り

★ハードル2 (吉冨 多美、青木 和雄 著)

★マーリン① (T.A.バロン 著)

★世界がもし100人の村だったら③　たべもの編

★トロール・フェル(上・下)

(キャサリン・ラングリッシュ)

★バウンダーズ　

(ダイアナ・ウィン・ジョーンズ 著)

★もしも裁判員に選ばれたら　(四宮 啓 他著)

★金持ち父さんのサクセス・ストーリーズ

(ロバート・キヨサト 著)

★夜回り先生の卒業証書 (水谷 修 著)

★瞑想ヨーガ (綿本 彰 著)

★千の風にいやされて (佐保 美恵子 著)

★「黒い食べ物」のすごい薬効(ちから)

返却期限が過ぎている本、ビデオ、CDな

どがありましたら、早めにお返し下さい。

(図書館が閉まっている時は、図書館駐車場

側の壁にある返却ポストをご利用下さい。)

※返本についてのお問い合わせは図書館ま

でお願いします。(1098-936-3542)



３
月
４
日(

金)

、
平
成
17
年
第
２
９
２
回
北
谷
町
議
会
定
例
会

初
日
、
辺
土
名
朝
一
町
長
は
平
成
17
年
度
の
施
政
方
針
演
説
の

中
で
、「
常
に
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
自
立
し
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
表
明
し

ま
し
た
。

施
政
方
針
の
全
内
容
を
、
町
民
の
皆
様
に
紙
上
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

特集 平成17年度

施
政
方
針

施
政
方
針
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１
　
は
じ
め
に

平
成
17
年
第
２
９
２
回
北
谷

町
議
会
定
例
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
平
成
17
年
度
の
町
政
運
営

に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
、
私
の
所
信
の
一

端
を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並

び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。私

は
、
町
長
に
就
任
し
て
三

期
12
年
目
に
入
り
、
三
期
目
の

任
期
の
最
終
年
次
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
就
任
以
来

今
日
ま
で
一
貫
し
て
「
平
和
・

対
話
・
公
正
・
活
力
」
を
町
政

推
進
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
に
約
束
し
ま
し
た
公

約
実
現
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。特

に
、
美
浜
リ
ゾ
ー
ト
開
発

に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
が
全

て
完
了
し
、
本
町
の
商
・
観
光

や
雇
用
面
で
大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
桑
江
の
返

還
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
10

年
に
基
地
内
に
役
場
新
庁
舎
が

完
成
し
た
こ
と
で
、
着
実
な
返

還
が
促
進
さ
れ
、
平
成
15
年
３

月
に
北
側
地
区
の
返
還
が
実
現

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
８
年
か
ら
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
ち

ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
４
月
に
開

館
し
、
町
民
の
生
涯
学
習
の
拠

点
と
し
て
活
発
な
利
用
が
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

周
辺
及
び
旧
役
場
跡
地
に
つ
き

ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
対

応
す
る
福
祉
施
設
と
し
て
、
北

玉
児
童
館
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
、
第
一
保
育
所
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
整

備
を
推
進
い
た
し
て
お
り
ま

す
。総

合
的
な
水
産
業
の
振
興
並

び
に
西
海
岸
一
帯
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を
目
指
し
た
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
町
西
海
岸
整
備
事

業
の
集
大
成
と
位
置
づ
け
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
議
会
、
各
界
各
層
の

多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ

り
概
ね
初
期
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
か
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
残
さ
れ
た

任
期
を
、
公
約
に
掲
げ
町
民
の

皆
様
に
お
約
束
い
た
し
ま
し
た

諸
事
業
並
び
に
諸
課
題
解
決
の

た
め
、
全
力
を
挙
げ
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
昨
年
は
、
国
内

に
お
い
て
は
新
潟
中
越
地
震
に

よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

国
外
に
お
い
て
は
ス
マ
ト
ラ
島

沖
で
の
大
地
震
と
津
波
に
よ
る

大
被
害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
被

害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
方
々
に
対

し
御
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
際
社
会
で
は
、
民

主
化
へ
の
進
展
は
あ
る
も
の
の

厳
し
い
局
面
が
続
く
イ
ラ
ク
情

勢
、
北
朝
鮮
の
日
本
人
拉
致
問

題
、
ロ
シ
ア
と
の
領
土
問
題
、

中
国
と
の
海
洋
権
益
問
題
、
テ

ロ
や
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
問

題
、
地
球
環
境
問
題
等
が
深
刻

化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、

国
債
残
高
が
５
３
８
兆
円
に
達

す
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
、
少
子
・
高
齢
化
の
急
速

な
進
展
に
伴
う
経
費
増
大
、
依

然
と
し
て
脱
却
で
き
な
い
デ
フ

レ
、
厳
し
い
雇
用
問
題
等
を
抱

え
て
お
り
、
い
ま
だ
経
済
停
滞

か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま
す
。

そ
の
た
め
政
府
は
、
「
改
革

な
く
し
て
成
長
な
し
」
「
民
間

に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」

「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方

に
」
の
方
針
の
下
、
「
規
制
」

「
金
融
」
「
税
制
」
「
歳
出
」
の

４
分
野
に
加
え
、「
三
位
一
体
」

「
社
会
保
障
」
「
地
域
再
生
」

「
中
小
企
業
の
革
新
と
再
生
」

等
各
分
野
に
わ
た
る
構
造
改
革

の
加
速
・
拡
大
、
民
間
需
要
主

導
の
持
続
的
な
経
済
成
長
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
沖
縄
県
に
お
い
て
平

成
17
年
度
は
、
沖
縄
振
興
計
画

の
第
２
次
の
分
野
別
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
、
第
１

次
の
成
果
を
踏
ま
え
、
経
済
自

立
の
芽
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る

年
と
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度

の
政
府
予
算
案
に
お
い
て
は
、

仮
称
沖
縄
振
興
特
別
交
付
金
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
本
県
経
済
に
つ
き
ま

し
て
は
、
緩
や
か
な
回
復
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
、
若
年
者
を
中
心
と
す
る
雇

用
状
勢
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ

り
雇
用
確
保
が
大
き
な
課
題
と

し
て
あ
り
ま
す
。

本
町
を
含
め
地
方
公
共
団
体

の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
経
済
及
び
財
政
状
況

に
起
因
し
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
平
成
16
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
国
の
三
位
一
体
改

革
は
、
更
な
る
過
重
な
歳
出
削

減
や
行
財
政
改
革
を
余
儀
な
く

さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
大
変
厳

し
い
行
財
政
の
状
況
下
で
あ
っ

て
も
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
事

務
事
業
の
効
率
化
を
図
り
、
創

意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
町
民
サ
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平
成
16
年
度
の
町
政

に
対
す
る
基
本
方
針

２

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
、
福

祉
施
設
拠
点
地
域
等
整
備
事
業

等
の
社
会
基
盤
整
備
事
業
を
は

じ
め
、
生
活
、
雇
用
・
産
業
、

健
康
・
福
祉
、
教
育
・
文
化
、

環
境
等
で
緊
急
に
対
応
す
べ
き

事
業
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
町
政
運
営
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
か
つ
て
な

い
厳
し
い
財
政
状
況
に
立
ち
向

か
い
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な

産
業
基
盤
の
整
備
を
図
り
地
域

経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
、
町

の
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
第
四
次
北

谷
町
総
合
計
画
に
沿
っ
た
大
局

的
・
計
画
的
な
観
点
か
ら
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
な
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
安
心
で
自
立
し

た
活
力
あ
る
ま
ち
を
築
く
た
め

に
、
地
域
間
の
交
流
及
び
世
代

間
の
交
流
を
促
進
し
、
本
町
に

お
け
る
少
子
高
齢
化
、
核
家
族

化
や
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
対
応
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
、
平

成
17
年
度
は
平
和
行
政
の
推

進
、
基
地
問
題
の
解
決
促
進
、

返
還
軍
用
地
跡
地
利
用
の
推

進
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創

出
、
健
康
・
福
祉
の
推
進
、
住

み
良
い
住
環
境
の
整
備
、
教

育
・
文
化
等
の
推
進
、
行
政
改

革
等
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画

本
町
に
お
い
て
は
、
各
地
方

自
治
体
の
税
収
が
伸
び
悩
む
中

に
あ
っ
て
、
西
海
岸
地
域
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
進

展
し
、
本
町
が
取
り
組
ん
で
き

た
税
源
の
涵
養
策
が
着
実
に
結

実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
町
の
財
政
状
況
は
、

町
税
の
増
収
以
上
に
国
の
三
位

一
体
改
革
に
よ
り
地
方
交
付

税
、
国
庫
補
助
金
が
減
少
し
極

め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。一

方
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
よ
る

行
政
需
要
は
旺
盛
で
、
桑
江
伊

平
土
地
区
画
整
理
事
業
、
フ
ィ

社
会
の
実
現
及
び
公
有
普
通
財

産
の
効
率
的
運
用
を
柱
と
し
て

次
の
と
お
り
町
政
運
営
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（1）
平
和
行
政
の
推
進

今
日
、
国
際
社
会
で
は
依
然

と
し
て
民
族
問
題
や
宗
教
問
題

に
よ
る
紛
争
が
絶
え
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

国
内
で
唯
一
の
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
悲
惨
な
戦
争
で
は
、
過

酷
な
地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
尊
い
生
命
を
は
じ
め
貴
重

な
財
産
や
文
化
遺
産
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
実
相
を
正
し

く
次
世
代
に
継
承
し
、
平
和
の

尊
さ
の
普
及
を
図
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
60
年
が
経
過
し
、
戦
時

体
験
者
が
次
第
に
減
少
し
て
い

く
現
実
が
避
け
ら
れ
な
い
中
に

お
い
て
、
次
代
を
担
う
青
少
年

が
平
和
に
関
心
を
持
ち
続
け
る

こ
と
は
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

ま
ち
づ
く
り
に
重
要
で
あ
り
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
平
和
と
命

の
尊
さ
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（2）
基
地
問
題
の
解
決
促
進

本
町
に
お
け
る
米
軍
基
地

は
、
依
然
と
し
て
町
土
の
約

53
％
を
占
有
し
、
町
民
生
活
を

は
じ
め
各
施
策
の
展
開
に
大
き

な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
共
同
使
用
や
計
画
的
な
返

還
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
返
還
軍

用
地
跡
地
で
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
完
了
後
に
お
け
る
ド

ラ
ム
缶
の
発
見
や
、
平
成
15
年

に
返
還
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
桑
江

北
側
地
区
に
お
い
て
特
定
有
害

物
質
や
油
分
に
よ
る
土
壌
汚
染

が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
跡
地
利

用
に
大
き
な
弊
害
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
返
還
前
の
早
い

段
階
か
ら
現
況
及
び
自
然
環
境

等
の
諸
調
査
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
軍
転
協
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
改
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
広
大
な
米
軍
基
地

の
存
在
に
よ
っ
て
発
生
す
る
航

空
機
騒
音
及
び
事
件
事
故
は
、

町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
軍
を

は
じ
め
日
米
の
政
府
関
係
機
関

に
対
し
て
、
騒
音
軽
減
措
置
及

び
綱
紀
の
粛
正
や
教
育
の
徹
底

を
求
め
る
と
と
も
に
、
発
生
し

た
事
件
事
故
に
つ
い
て
は
、
原

因
究
明
と
再
発
防
止
策
の
速
や

か
な
公
表
と
安
全
管
理
の
徹
底

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
再

編
問
題
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
過
重
負
担
を
具
体
的
に
ど

う
軽
減
す
る
か
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
外
移
設
を
基
本

と
す
る
よ
う
訴
え
る
と
と
も

に
、
嘉
手
納
基
地
へ
の
施
設
移

設
に
つ
い
て
は
、
三
連
協
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
反

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

常
に
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
立
し
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
、
企
業
、
行
政
、

関
係
機
関
が
協
働
し
て
花
と
緑

に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
自
然
と
人
間

が
調
和
し
た
、
創
造
性
豊
か
な

活
力
あ
る
民
主
的
な
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
立
・

交
流
・
共
生
、
住
民
と
共
に
創

造
す
る
「
ニ
ラ
イ
の
都
市
」
北

谷
町
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

平成17年度施政方針
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対
い
た
し
ま
す
。

（3）
返
還
軍
用
地
跡
地
利
用
の
推

進
キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
本
町

の
中
心
市
街
地
形
成
に
向
け
、

持
続
発
展
可
能
な
産
業
の
立
地

を
目
指
す
と
と
も
に
、
利
便
性

の
高
い
都
市
機
能
を
備
え
た

「
職
住
近
接
型
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続

き
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
同
地
区
が
平
成
15
年

10
月
に
特
定
振
興
駐
留
軍
用
地

跡
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
「
市
町
村
総
合
整
備

計
画
」
の
策
定
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
そ
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

今
後
返
還
が
予
定
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
地
区
に

つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
プ
桑
江
北

側
地
区
及
び
本
町
西
海
岸
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
沖

縄
本
島
南
北
の
交
流
拠
点
の
形

成
に
向
け
、
跡
地
利
用
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

（4）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

本
町
の
産
業
構
造
は
、
小
売

商
業
や
観
光
業
の
第
３
次
産
業

に
特
化
し
た
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
産
業
振
興
に
お
い
て
は
第

３
次
産
業
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
水
産
業
、
農
業
の
振
興
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
西
海
岸
地
域
は
、
商
業

施
設
が
集
積
し
大
型
ホ
テ
ル
が

開
業
す
る
な
ど
多
く
の
買
い
物

客
や
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
お

り
、
活
気
あ
る
商
業
空
間
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
つ

い
て
は
、
来
訪
す
る
観
光
客
が

満
足
で
き
る
環
境
形
成
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

観
光
業
界
、
町
商
工
会
及
び
沖

縄
県
の
観
光
振
興
計
画
や
近
隣

市
町
村
の
計
画
と
も
連
携
を
図

り
観
光
産
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
４
月
に
開
催

さ
れ
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
に
お
い
て

は
、
本
町
も
来
訪
者
の
宿
泊
先

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
同
総
会
の
成
功

に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

情
報
通
信
関
連
産
業
は
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
基
幹
産
業
と

し
て
そ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
町
に

お
い
て
も
美
浜
メ
デ
ィ
ア
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し
て
、
映
像

関
連
の
企
業
誘
致
及
び
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
育
成
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
情
報
関
連
産
業
の
振
興

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
少
な
い

農
地
の
有
効
利
用
、
収
益
性
の

高
い
作
物
の
栽
培
等
を
支
援
す

る
と
と
も
に
家
庭
菜
園
を
活
用

し
た
農
業
へ
の
参
加
意
識
、
意

欲
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。水

産
業
に
つ
い
て
は
、
浜
川

漁
港
西
防
波
堤
工
事
が
完
了

し
、
漁
港
の
基
本
施
設
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
漁
船
の
安

全
が
確
保
さ
れ
漁
業
振
興
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ

ー
ナ
整
備
事
業
と
連
携
し
、
海

産
物
の
地
産
地
消
の
推
進
を
図

り
、
水
産
業
の
振
興
に
努
め
る

と
と
も
に
、
漁
業
、
海
洋
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
産
業
、
観
光
・

リ
ゾ
ー
ト
産
業
な
ど
海
と
関
わ

る
産
業
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合

産
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

雇
用
環
境
を
取
り
巻
く
情
勢
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
若

年
層
の
雇
用
問
題
は
深
刻
で
あ

り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
第

３
次
産
業
の
分
野
で
就
業
の
場

は
確
保
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、

職
種
に
つ
い
て
は
住
民
の
選
択

肢
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
情
報
産
業
の
育
成
や
観

光
産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の

場
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
・
県
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
並
び
に
町
商
工
会
と
雇
用
施

策
に
つ
い
て
連
携
を
密
に
し
雇

用
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（5）
健
康
・
福
祉
の
推
進

21
世
紀
に
入
り
、
更
な
る
少

子
・
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

行
な
ど
様
々
な
社
会
構
造
の
変

化
に
伴
い
、
要
介
護
高
齢
者
も

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
障
害
者
や
高
齢
者
な

ど
社
会
的
弱
者
を
含
む
全
て
の

町
民
が
健
康
で
安
心
し
て
、

日
々
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
及
び
「
障
害
者

計
画
」
、
少
子
化
対
策
と
し
て

の
「
北
谷
町
次
世
代
育
成
行
動

計
画
」
等
の
計
画
を
、
福
祉
・

介
護
・
保
健
・
医
療
の
総
合
的

な
観
点
か
ら
連
携
し
た
施
策
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
「
健
康
日
本
21
」
及

び
「
北
谷
町
健
康
文
化
と
快
適

な
く
ら
し
の
ま
ち
創
造
プ
ラ

ン
」
並
び
に
平
成
17
年
度
策
定

予
定
の
「
健
康
ち
ゃ
た
ん
21
」

の
指
針
に
基
づ
い
て
町
民
の
健

康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
と
生

活
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
、
町

民
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
運
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
、

利
用
者
本
位
の
立
場
で
サ
ー
ビ

平成17年度施政方針
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ス
を
選
択
で
き
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
施
設
中
心
の
サ
ー
ビ

ス
の
み
で
な
く
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
「
沖
縄
県
介
護
保
険

広
域
連
合
第
２
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
及
び
「
北
谷
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
18
年

度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の
大

幅
な
見
直
し
に
伴
い
、
現
行
の

老
人
保
健
事
業
、
介
護
予
防
・

地
域
支
え
合
い
事
業
及
び
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

を
再
編
し
、
総
合
的
な
介
護
予

防
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

社
会
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
国

民
年
金
の
重
要
度
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
年
金
制
度
は
老
後
の

生
活
費
を
補
完
す
る
社
会
保
障

制
度
で
あ
り
、
高
齢
者
の
生
活

を
支
え
る
柱
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
年
金
制
度
は
障
害
の

発
生
な
ど
の
事
態
に
備
え
る
制

度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と

連
携
し
て
無
年
金
者
の
発
生
を

防
止
す
る
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
、
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例

な
ど
新
た
な
制
度
の
普
及
を
は

か
る
と
と
も
に
、
本
年
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
特
定
障
害
者

に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
支

給
制
度
該
当
者
の
申
請
漏
れ
が

生
じ
な
い
よ
う
周
知
を
図
り
ま

す
。

（6）
住
み
良
い
住
環
境
の
整
備

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
西

海
岸
沿
岸
部
に
お
い
て
は
美
浜

や
軍
用
地
返
還
跡
地
の
土
地
利

用
に
よ
り
商
業
施
設
の
集
積
が

進
み
市
街
化
が
進
展
し
て
い
ま

す
。一

方
、
国
道
58
号
よ
り
東
側

の
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
道

路
・
公
園
等
の
整
備
や
福
祉
施

設
の
拡
充
、
地
域
の
核
と
な
る

よ
う
な
公
共
施
設
の
配
置
な
ど

に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
な
お

改
善
を
必
要
と
す
る
地
域
が
あ

り
引
き
続
き
住
環
境
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
航
空
機
騒
音
等
の
厳

し
い
砂
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

同
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
を
踏
ま
え
、
基
本
計
画
、
実

施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
障
害
の
有
無
、

年
齢
、
性
別
、
国
籍
を
問
わ
ず

多
く
の
方
が
利
用
可
能
な
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
を

取
り
入
れ
た
整
備
を
図
り
、
誰

も
が
快
適
で
、
安
心
し
て
活
動

で
き
る
生
活
環
境
の
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
都
市
基
盤
の
整
備

生
活
の
利
便
性
を
図
り
、
社

会
・
経
済
活
動
を
支
え
る
都
市

基
盤
の
整
備
は
、
快
適
な
町
民

生
活
を
送
る
上
で
、
重
要
な
社

会
資
本
で
あ
り
ま
す
。
道
路
、

公
園
、
上
・
下
水
道
、
河
川
及

び
護
岸
の
整
備
等
町
民
の
日
常

生
活
に
必
要
な
都
市
基
盤
の
整

備
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
都

市
化
に
伴
う
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
と
増
大
す
る
交
通
需
要
に
対

応
す
る
た
め
都
市
計
画
道
路
の

整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
に
身
近
な
生

活
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
計
画
的
に
整
備
推
進
を
図

り
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向

上
、
救
急
活
動
や
公
共
施
設
へ

の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
を
図
り
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
道
路
整
備

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
憩
え
る
場
所
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
所
、
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
適
切
な
配
置
距

離
に
基
づ
き
設
置
し
て
ま
い
り

ま
す
。

河
川
及
び
護
岸
整
備
に
つ
い

て
は
、
水
害
か
ら
町
民
の
生

命
・
財
産
を
守
り
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を
確
保

す
る
た
め
に
も
白
比
川
の
河
川

改
修
事
業
及
び
宮
城
海
岸
高
潮

対
策
事
業
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

②
環
境
共
生
型
社
会
の
形
成

今
日
の
環
境
問
題
は
、
人
類

の
生
存
や
地
球
の
未
来
を
左
右

す
る
ほ
ど
深
刻
化
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
国
に
お
い
て
は
「
循

環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」

を
は
じ
め
、
関
連
す
る
個
別
法

の
改
正
や
制
定
に
よ
っ
て
、
省

資
源
化
と
環
境
へ
の
負
荷
を
最

小
限
に
抑
え
た
循
環
型
社
会
の

形
成
を
強
く
推
進
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
県
に
お
い
て
は
、

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
イ

ラ
ン
ド
沖
縄
」
及
び
「
み
ん
な

で
つ
く
る
清
ら
島
お
き
な
わ
ア

ジ
ェ
ン
ダ
21
」
を
策
定
し
、
自

然
環
境
や
生
態
系
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
な
か
、
「
環
境
共

生
都
市
」
を
掲
げ
る
本
町
は
、

良
好
な
環
境
を
将
来
の
世
代
へ

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
人
と

自
然
と
が
調
和
し
て
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の
形
成

本
町
は
近
年
都
市
化
が
進

み
、
今
後
も
各
種
事
業
の
進
展

に
よ
り
本
町
へ
の
入
域
者
数
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
ま
ち
が
よ
り
飛
躍
す

る
た
め
に
は
、
住
民
は
勿
論
の

こ
と
、
ま
ち
を
訪
れ
る
人
々
が

安
全
で
安
心
し
て
憩
い
、
そ
し

て
学
び
、
遊
べ
る
環
境
づ
く
り

は
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
ち

ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
を
主
軸
に
「
ち
ゅ
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ら
ひ
と
づ
く
り
」、「
ち
ゅ
ら
ま

ち
づ
く
り
」、「
ち
ゅ
ら
ゆ
い
づ

く
り
」
の
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（7）
教
育
・
文
化
等
の
推
進

国
際
化
、
情
報
化
及
び
科
学

技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
社
会
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
に

あ
っ
て
、
普
遍
的
で
個
性
的
な

文
化
の
創
造
と
郷
土
の
自
然
や

文
化
に
誇
り
を
持
つ
創
造
性
豊

か
な
人
材
育
成
を
目
標
と
し
た

教
育
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て

は
、
幼
児
、
児
童
生
徒
が
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

を
ね
ら
い
と
し
て
、
確
か
な
学

力
の
向
上
、
豊
か
な
心
の
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め

て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
的
・
基
本
的
事

項
の
定
着
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

操
作
・
活
用
能
力
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
思
い
や
り
の
心

を
持
ち
、
規
範
意
識
や
社
会
生

活
に
お
け
る
基
本
的
な
ル
ー
ル

を
身
に
付
け
る
た
め
、
家
庭
や

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
社
会
体

験
、
職
場
体
験
活
動
を
重
視
し

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
多

様
化
す
る
町
民
の
学
習
ニ
ー
ズ

に
即
し
て
、
町
民
が
い
つ
で
も

自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習

社
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
学
習
の
成
果
が
適
切
に
評

価
さ
れ
、
人
々
が
生
き
が
い
を

も
ち
豊
か
な
人
生
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
構
築
を
目
指

し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
と
り
わ
け
、
町
民
の
生
涯

に
わ
た
る
学
習
活
動
の
拠
点
と

な
る
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
年

齢
階
層
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
地
域

情
報
の
発
信
や
町
民
交
流
の
拠

点
と
し
て
の
場
の
提
供
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
関
係
機
関
や
団
体
と
連

携
し
て
青
少
年
の
体
験
活
動
等

を
開
催
し
、
健
全
な
成
長
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
体
育
に
お
き
ま
し
て

は
、
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
施
設
の
整
備
拡

充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
、
埋
蔵
文
化
財
の
確
認
発
掘

調
査
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
伊
礼
原
Ｃ
遺
跡
を
始

め
重
要
な
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
そ
の
保
存
・
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
優
れ
た

伝
統
芸
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
の

提
供
や
青
少
年
に
よ
る
創
作
劇

事
業
等
を
継
続
し
て
実
施
し
、

情
操
の
涵
養
や
芸
術
活
動
へ
の

参
加
の
気
運
を
高
め
て
い
き
ま

す
。

（8）
行
政
改
革
等
の
推
進

行
政
改
革
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

で
、
事
務
事
業
の
見
直
し
等
、

効
率
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
廃

止
・
統
合
・
手
続
き
の
簡
素

化
、
行
政
事
務
の
電
子
化
へ
の

移
行
等
の
推
進
を
図
り
、
事
務

処
理
の
効
率
化
を
目
指
す
と
と

も
に
、
健
全
な
財
政
運
営
の
確

立
の
た
め
に
、
全
職
員
の
意
識

改
革
を
進
め
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
そ

の
実
効
性
の
確
保
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
職

員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
や

専
門
研
修
に
よ
る
各
分
野
で
の

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
あ
わ
せ

て
、
横
断
的
な
事
務
処
理
が
で

き
る
よ
う
職
員
間
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

（9）
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

核
家
族
化
や
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
う
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

男
女
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
対

等
な
立
場
で
参
画
し
、
個
人
が

そ
の
意
欲
に
よ
っ
て
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
責
任
を
担
う
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
諸

施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（10）
公
有
普
通
財
産
の
効
率
的

運
用キ

ャ
ン
プ
桑
江
返
還
地
域
が

町
の
中
心
市
街
地
と
し
て
形
成

さ
れ
る
た
め
に
は
、
行
政
機
能

の
集
積
や
業
務
地
区
に
お
け
る

企
業
･
産
業
誘
致
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
支
援
･
促
進
の
た
め

で
き
る
限
り
当
該
地
域
に
町
有

普
通
財
産
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
嘉
手

納
町
在
の
町
有
地
を
効
率
的
に

運
用
し
、
キ
ャ
ン
プ
桑
江
返
還

地
域
へ
の
町
有
財
産
確
保
を
図

り
新
市
街
地
形
成
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

次
に
、
平
成
17
年
度
の
部
門

別
主
要
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。
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３
　
部
門
別
主
要
施
策

（1）
平
和
行
政
と
基
地
問
題
の

解
決平

和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
憲
法
講
演
会
を
引
き
続
き

開
催
す
る
と
と
も
に
、
中
・
高

校
生
に
対
す
る
平
和
教
育
の
一

環
と
し
て
の
「
広
島
・
長
崎
平

和
学
習
派
遣
事
業
」
や
「
戦
時

体
験
者
講
話
」
を
実
施
し
、
戦

争
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
沖
縄
戦
並
び
に
原
爆
被
害
の

実
相
を
次
世
代
に
正
し
く
継
承

し
、
平
和
の
尊
さ
の
普
及
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
復
興
の

記
念
す
べ
き
日
と
し
て
条
例
で

制
定
し
た
10
月
22
日
の
「
北
谷

町
民
平
和
の
日
」
を
周
知
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
意
義
を
共
有
す
る

た
め
に
「
平
和
推
進
旬
間
」
中

に
「
平
和
祈
念
祭
」
を
開
催
し
、

平
和
に
関
す
る
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
戦
後
６
０

周
年
を
記
念
し
た
沖
縄
県
の
疎

開
関
係
者
交
流
事
業
に
連
携
し

て
取
り
組
み
、
疎
開
先
関
係
者

へ
の
謝
意
と
と
も
に
、
平
和
に

対
す
る
思
い
を
県
内
外
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
軍
用

地
返
還
や
共
同
使
用
の
長
期
的

な
も
の
か
ら
軍
人
・
軍
属
に
よ

る
事
件
事
故
へ
の
緊
急
な
対
応

な
ど
の
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
際
し

て
は
、
的
確
な
現
状
把
握
を
踏

ま
え
た
慎
重
か
つ
時
宜
を
得
た

行
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
米
軍
航
空

機
関
係
の
事
故
に
つ
い
て
は
規

制
措
置
の
厳
守
を
は
じ
め
民
間

上
空
で
の
飛
行
中
止
や
訓
練
の

縮
小
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
事
件
事
故
の
発
生

に
際
し
て
は
、
原
因
究
明
と
再

発
防
止
策
の
速
や
か
な
公
表
と

安
全
管
理
の
徹
底
を
求
め
て
い

き
ま
す
。
嘉
手
納
飛
行
場
か
ら

発
生
す
る
航
空
機
騒
音
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
航
空

機
騒
音
測
定
を
実
施
し
、
日
米

両
政
府
に
そ
の
軽
減
措
置
を
求

め
る
と
と
も
に
、
周
辺
対
策
と

し
て
は
国
に
対
し
更
な
る
住
宅

防
音
工
事
の
制
度
拡
充
を
求

め
、
住
み
よ
い
住
環
境
の
回
復

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（2）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

観
光
産
業
は
、
総
合
産
業
で

あ
り
関
連
産
業
へ
の
波
及
効
果

が
大
き
く
、
経
済
を
担
う
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
本
町
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
西
海
岸
地
域
に
は
、
多

く
の
商
業
施
設
の
集
積
が
進

み
、
大
型
ホ
テ
ル
及
び
温
泉
を

活
用
し
た
健
康
運
動
施
設
の
開

業
並
び
に
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン

プ
等
に
よ
り
多
く
の
観
光
客
が

来
訪
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

観
光
産
業
を
発
展
促
進
す
る
た

め
、
観
光
産
業
の
集
約
化
を
図

り
、
情
報
の
提
供
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
観
光
客
の
誘
致
及
び

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
等
が
効

率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
観
光

協
会
等
の
設
置
に
つ
い
て
地

域
、
事
業
者
及
び
商
工
会
等
と

協
議
し
検
討
を
行
い
ま
す
。

本
町
西
海
岸
一
帯
は
美
し
い

珊
瑚
礁
を
有
し
て
お
り
、
様
々

な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
特
に
ホ
テ
ル
開

業
後
は
、
海
の
魅
力
を
求
め
て
、

県
外
客
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ

ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
等
の
需
要

も
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
海

面
の
利
用
調
整
を
図
り
、
利
用

者
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
海
面

利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
の
種
類
に
よ
っ
て
最

適
な
場
所
を
設
定
す
る
な
ど
の

き
め
細
か
い
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
海
岸
環
境
の
保
全
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

情
報
関
連
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
「
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
」
指
定
の
制
度
を
活
用

し
、
引
き
続
き
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
を
支
援
し
雇
用
の
促

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ

関
連
研
修
や
各
種
技
能
講
座
を

開
催
し
、
情
報
通
信
関
連
産
業

の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
市
街
地

開
発
等
に
よ
る
農
地
の
減
少
、

従
事
者
の
高
齢
化
や
減
少
に
伴

い
、
生
産
性
の
向
上
や
販
路
の

確
保
、
収
益
性
の
確
保
等
が
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
農
地
の

有
効
利
用
、
収
益
性
の
あ
る
作

物
の
栽
培
等
を
支
援
し
家
庭
菜

園
的
農
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。推

進
中
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
整
備
事
業
は
、
漁
業
と
マ
リ

ン
産
業
の
融
合
し
た
複
合
産
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
お
り
、

水
産
業
の
振
興
並
び
に
西
海
岸

一
帯
の
活
性
化
、
観
光
客
や
住

民
の
余
暇
活
動
及
び
体
験
学
習

の
場
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る

事
業
で
あ
り
引
き
続
き
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
漁
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
事
業

と
連
携
し
、
ト
コ
ブ
シ
、
海
ぶ

ど
う
、
珊
瑚
等
の
養
殖
技
術
の

確
立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

陸
上
養
殖
の
推
進
に
向
け
た
海

水
取
水
施
設
の
整
備
や
販
路
拡

大
の
事
業
を
支
援
し
、
漁
業
従

平成17年度施政方針
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事
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
及
び

漁
業
の
付
加
価
値
を
高
め
た
多

角
的
・
安
定
的
漁
業
経
営
の
確

立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
・
強
化
を
図

り
人
材
育
成
、
職
業
能
力
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
中
小
企
業
の
雇
用
者
の
福

利
厚
生
面
を
支
援
す
る
沖
縄
中

部
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
及
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
勤
労
者
の
福

祉
の
向
上
、
高
齢
者
の
雇
用
を

促
進
し
ま
す
。

（3）
健
康
・
福
祉
の
推
進

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
た

行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
と
連
携
を
密
に
し
、
各
福

祉
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
施
設
拠
点
地
域

等
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、

在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
や
要
援

護
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
、
そ
の
家
族
の
福
祉
の
向
上

を
図
る
地
域
ケ
ア
の
拠
点
と
し

て
開
所
す
る
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
敬
老
金
支
給
に
つ
い
て
見

直
し
を
図
り
、
少
子
高
齢
化
に

対
応
で
き
る
福
祉
施
策
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
対

策
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

強
化
、
介
護
予
防
事
業
の
一
環

と
し
て
、
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
事
業
、
健
康
器
具
ヘ
ル
ス

ト
ロ
ン
の
年
次
的
計
画
に
よ
る

増
設
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
の
安
否
確
認
を
よ
り
幅
広

く
実
施
す
る
た
め
の
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ル
事
業
や
外
出
支
援
事

業
、
介
護
用
品
支
給
事
業
及
び

軽
度
生
活
援
助
事
業
な
ど
の
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
、

老
人
保
健
事
業
、
介
護
予
防
、

地
域
支
え
合
い
事
業
及
び
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

を
再
編
し
、
新
た
に
創
設
さ
れ

る
「
地
域
支
援
事
業
（
仮
称
）」

の
計
画
策
定
、
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
の
設

置
及
び
運
営
事
業
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
へ
の
制
度
の
周
知

や
要
介
護
認
定
業
務
、
相
談
業

務
な
ど
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
広
域
連
合
と
連
携
し
、
介

護
保
険
受
給
者
及
び
家
族
等
が

同
制
度
を
効
率
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
積
極
的
に
社
会

参
加
が
で
き
る
場
を
創
出
し
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
自
立
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
支
援

費
事
業
に
取
り
組
む
と
同
時

に
、
障
害
者
の
自
己
決
定
を
尊

重
し
た
支
援
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
障
害
者

(

児)

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

児
童
福
祉
・
母
子
福
祉
に
つ

き
ま
し
て
は
、
北
玉
小
学
校
校

区
に
本
町
３
館
目
と
な
る
北
玉

児
童
館
を
開
館
し
、
３
館
連
携

を
取
り
な
が
ら
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た

ち
が
明
る
く
健
や
か
に
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
待
機
児

童
解
消
対
策
と
し
て
第
一
保
育

所
の
改
築
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
を
推
進
し
、
第

一
保
育
所
の
定
員
を
60
人
か
ら

90
人
に
増
員
す
る
と
と
も
に
、

町
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
及
び
在
宅
の
母
親

の
育
児
疲
れ
等
に
対
応
す
る
一

時
保
育
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
定
員
の
弾
力
化
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保
育

園
の
認
可
移
行
を
積
極
的
に
推

進
し
児
童
定
数
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

母
子
、
父
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
実
施
し
、
母
子
家
庭

等
自
立
支
援
事
業
の
啓
発
、
北

谷
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
へ
の
助

成
等
母
子
福
祉
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

保
健
予
防
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
涯
を
通
じ
た
住
民
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
い

く
た
め
に
、
「
北
谷
町
健
康
文

化
と
快
適
な
く
ら
し
の
ま
ち
づ

く
り
創
造
プ
ラ
ン
」
や
「
健
康

日
本
21
」
を
踏
ま
え
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の

保
健
・
予
防
事
業
を
よ
り
具
体

化
さ
せ
る
た
め
「
健
康
ち
ゃ
た

ん
21
」
を
策
定
し
、
そ
の
指
針

に
基
づ
い
て
効
率
的
な
保
健
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と

も
な
っ
て
い
る
町
民
の
食
生
活

を
改
善
す
る
た
め
、
食
生
活
改

善
推
進
員
を
前
年
度
に
引
き
続

き
養
成
し
、
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
が
国
民
健
康
保
険
の
医

療
費
抑
制
の
た
め
に
助
成
し
て

い
る
「
国
保
総
合
健
康
づ
く
り

平成17年度施政方針
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支
援
事
業
」
制
度
を
活
用
し
て
、

各
種
健
康
相
談
、
在
宅
ケ
ア
推

進
事
業
等
を
実
施
し
、
本
町
の

保
険
事
業
の
充
実
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
行
う
た
め
の
健
康

診
査
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

勧
奨
の
強
化
、
さ
ら
に
、
受
診

後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
充
実
さ
せ
、

町
民
の
健
康
増
進
に
努
め
ま

す
。母

子
保
健
事
業
で
は
、
「
健

や
か
親
子
21
」
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
平
成
10
年
度
に
策
定
さ
れ

た
北
谷
町
母
子
保
健
計
画
を
、

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の

一
環
と
し
て
見
直
し
、
す
べ
て

の
女
性
が
安
心
し
て
楽
し
く
出

産
・
育
児
が
で
き
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
地
域
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し

て
、
各
母
子
保
健
事
業
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
事
業
で
は
、

精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
す
た
め
、
福
祉
部
門
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
精
神

障
害
者
の
支
援
体
制
を
整
え
、

精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事

業
等
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
医
療
保
険
制
度
を

安
定
的
に
維
持
し
、
運
営
し
て

い
く
た
め
に
医
療
費
の
抑
制
・

適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の

疾
病
の
実
態
や
医
療
費
の
現
状

等
を
正
確
に
分
析
し
、
そ
の
実

態
に
即
し
た
保
険
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
本
町
で
は
医
療
費

分
析
を
通
し
て
、
町
民
の
健
康

の
保
持
・
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、

前
年
度
の
医
療
費
分
析
の
結
果

を
踏
ま
え
、
脂
質
の
過
剰
摂
取

に
よ
る
肥
満
が
原
因
の
動
脈
硬

化
、
糖
尿
病
等
を
予
防
す
る
た

め
有
所
見
者
に
対
す
る
訪
問
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

（4）
住
み
良
い
住
環
境
の
整
備

町
民
が
安
心
し
て
、
快
適
に

生
活
を
営
ん
で
い
く
上
で
、
都

市
基
盤
施
設
の
整
備
は
重
要
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
基
盤
施

設
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
の
整
備

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹

線
道
路
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
・

解
消
を
図
り
、
円
滑
な
交
通
機

能
を
確
保
す
る
た
め
、
県
道
24

号
線
バ
イ
パ
ス
や
西
海
岸
道
路

整
備
事
業
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
交
通
の
安
全
と
日
常
生
活

の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、

生
活
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

東
部
地
域
で
は
、
宇
地
原
１

号
新
設
道
路
事
業
、
旧
役
場
前

線
新
設
道
路
整
備
事
業
及
び
新

川
線
新
設
道
路
事
業
並
び
に
北

玉
４
号
線
改
良
舗
装
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

役
場
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

で
あ
る
桑
江
17
号
線
に
つ
い
て

は
、
早
期
に
通
行
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
そ

の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
桑

江
浜
川
線
と
宮
城
１
号
線
と
の

交
差
点
改
良
事
業
の
整
備
を
推

進
す
る
ほ
か
、
桑
江
５
号
線
改

良
工
事
の
継
続
に
つ
い
て
も
着

実
に
実
施
し
ま
す
。

②
施
設
サ
イ
ン
計
画
の
推
進

町
内
の
公
共
施
設
及
び
主
要

施
設
の
案
内
板
を
設
置
し
、
町

民
及
び
来
訪
者
が
わ
か
り
や
す

く
安
全
に
目
的
地
に
到
達
で
き

る
よ
う
な
案
内
・
誘
導
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
、
平
成
16

年
度
に
お
い
て
基
本
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

基
本
計
画
に
基
づ
き
年
次
整
備

計
画
を
策
定
し
計
画
的
に
整
備

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
公
園
緑
地
等
の
整
備

本
町
の
主
な
公
園
に
つ
い
て

は
一
定
の
整
備
が
完
了
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ

れ
ら
の
整
備
済
み
公
園
に
つ
い

て
は
、
利
活
用
の
促
進
、
利
便

性
の
更
な
る
確
保
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
町
民
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
利
用
が
高
い
北

谷
公
園
と
安
良
波
公
園
に
つ
い

て
は
、
目
標
を
立
て
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
利
用
者

が
わ
か
り
や
す
い
コ
ー
ス
の
設

定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

両
公
園
を
一
体
と
し
て
歩
行
者

が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
塩
川
に
歩
行
者
専

用
歩
道
橋
を
設
置
し
て
い
く
計

画
で
あ
り
、
調
査
設
計
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ア
ラ
ハ
ビ
ー

チ
に
つ
い
て
は
、
県
と
協
議
し

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
可
能
な
手

続
き
を
整
え
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

本
町
の
公
園
整
備
率
は
一
定

の
水
準
を
確
保
し
た
と
は
い

え
、
宇
地
原
公
園
及
び
北
玉
地

域
へ
の
公
園
の
設
置
に
つ
い
て

は
町
民
の
利
便
性
及
び
地
理
的

環
境
か
ら
新
た
に
整
備
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

宇
地
原
公
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
度
中
に
補
助
申
請
を

行
い
平
成
18
年
度
を
目
処
に
事

業
開
始
し
て
い
く
計
画
で
進
め

て
い
き
ま
す
。
北
玉
地
域
へ
の

公
園
に
つ
い
て
は
、
東
部
地
域

で
実
施
中
の
東
部
地
域
住
環
境

整
備
調
査
に
お
い
て
地
域
の
意
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見
を
集
約
し
、
位
置
の
選
定
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

④
上
水
道
の
整
備

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経

営
の
健
全
化
に
努
め
、
漏
水
調

査
を
引
き
続
き
強
化
し
て
高
有

収
率
の
確
保
を
目
指
し
、
経
年

化
し
た
管
の
布
設
替
え
を
引
き

続
き
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
平

成
17
年
度
に
お
い
て
は
吉
原
地

区
の
老
朽
管
の
布
設
替
え
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
桑
江
伊
平

土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
へ
の

配
水
計
画
を
行
う
た
め
、
国
道

58
号
へ
の
新
設
管
の
布
設
を
実

施
し
ま
す
。

⑤
下
水
道
の
整
備

公
共
下
水
道
の
汚
水
に
つ
い

て
は
、
未
接
続
世
帯
へ
の
戸
別

訪
問
を
行
い
普
及
率
及
び
水
洗

化
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

雨
水
に
つ
い
て
は
、
桑
江
伊

平
土
地
区
画
整
理
事
業
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
大
雨
時
に

冠
水
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
の
排

水
改
良
を
行
う
た
め
、
南
部
国

道
事
務
所
と
共
同
で
国
道
横
断

排
水
路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
桑
江
17
号
線

の
建
設
に
先
行
し
て
排
水
路
の

整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
河
川
の
整
備

河
川
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
快
適
な
住
環
境
を
確
保

す
る
た
め
に
も
治
水
・
利
水
に

加
え
親
水
性
に
も
配
慮
し
た
潤

い
の
あ
る
水
辺
空
間
の
創
造
を

図
り
な
が
ら
、
白
比
川
河
川
改

修
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
整

備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑦
環
境
共
生
型
社
会
の
推
進

本
町
で
は
、
ご
み
の
４
種
分

別
排
出
及
び
ク
リ
ー
ン
指
導
員

の
配
置
等
、
ご
み
減
量
化
対
策

事
業
に
よ
っ
て
、
町
民
の
環
境

保
全
や
循
環
型
社
会
に
対
す
る

関
心
が
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
、
指
定
ご

み
袋
の
有
料
化
を
実
施
し
、
ご

み
排
出
量
の
削
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
併
せ
て
ご
み
の
減
量

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
家
庭

用
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助

制
度
や
資
源
ご
み
回
収
団
体
報

償
金
制
度
の
普
及
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
再
資

源
化
の
た
め
、
草
木
類
資
源
化

処
理
施
設
に
お
い
て
、
町
内
全

域
か
ら
収
集
さ
れ
た
草
木
を
粉

砕
処
理
し
、
粉
砕
し
た
草
木
を

堆
肥
化
し
、
家
庭
菜
園
等
へ
の

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ご
み
の
不
法
投
棄

及
び
放
置
車
両
の
未
然
防
止
の

た
め
の
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
事
業
系
ご

み
の
分
別
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
を

図
る
取
り
組
み
も
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑧
防
犯

本
町
に
お
け
る
防
犯
対
策
に

つ
い
て
は
、
車
上
狙
い
や
車
両

窃
盗
等
の
身
近
な
犯
罪
の
抑
止

を
は
じ
め
、
沖
縄
県
が
制
定
し

た
「
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
主
軸
に
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
安
全
で

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
を
め
ざ
し
、
防
犯
対
策

の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ず
、
「
ち
ゅ
ら
ひ
と
づ
く

り
事
業
」
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
町
、
地
域
が
連
携
し
、
「
規

範
意
識
の
醸
成
」
、
「
躾
教
育
」

に
重
点
を
お
い
た
「
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
ス
ク

ー
ル
」
を
立
ち
上
げ
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
青
少
年
の
健
全

育
成
の
一
端
を
担
っ
て
い
け
る

よ
う
今
後
も
強
力
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

二
つ
め
は
、
「
ち
ゅ
ら
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
昨
年

12
月
、
県
内
で
は
初
め
て
自
治

体
主
導
に
よ
る
公
共
空
間
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
実
現
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
録
画
デ

ー
タ
の
管
理
運
用
が
適
切
に
行

わ
れ
る
よ
う
管
理
運
用
要
綱
を

策
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

個
人
情
報
の
保
護
を
踏
ま
え
つ

つ
犯
罪
抑
止
の
た
め
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

三
つ
目
は
、
「
ち
ゅ
ら
ゆ
い

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
本
年

１
月
に
、
青
色
回
転
灯
を
装
備

し
た
公
用
車
で
町
職
員
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
主
導
的
立
場
に
あ

る
町
と
し
て
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
防
犯
組
織
の
設
立
や

活
動
等
に
つ
い
て
も
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

⑨
交
通
安
全

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
根
幹
を
な
す
法
令
の

遵
守
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
町
民
や
本
町
へ
入
域
す
る

方
々
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

思
想
の
普
及
、
啓
発
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関

と
有
機
的
に
連
携
し
、
交
通
三

悪
の
中
で
も
依
然
後
を
絶
た
な

い
飲
酒
運
転
及
び
暴
走
族
や
そ

れ
に
伴
い
蝟
集
す
る
者
等
の
追

放
を
図
り
ま
す
。

⑩
消
防
・
防
災

消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
の
保
護
を
具
体
的
、
実
践
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
ニ
ラ
イ
消

防
と
連
携
し
、
防
災
計
画
に
沿

っ
た
対
応
の
推
進
を
図
り
ま
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は
地
域
の
企
業
や
事
業
所
等
に

お
け
る
職
場
体
験
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
中

各
１
校
で
は
、
「
命
の
大
切
さ

を
学
ば
せ
る
体
験
活
動
に
関
す

る
調
査
研
究
事
業
」
を
２
カ
年

間
受
け
入
れ
、
今
後
の
「
次
世

代
育
成
事
業
」
と
も
関
連
し
た

新
た
な
施
策
の
展
開
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
の
主
体
的
な
学
習
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
学
級
・
講
座
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
社
会
体
育
に
つ

い
て
は
、“
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
”

を
基
本
に
、
健
康
づ
く
り
と
一

体
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
を
中

心
に
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、
団
体
活
動
、

地
域
活
動
、
社
会
体
験
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
し
、
社
会
性
や

豊
か
な
人
間
性
等
を
育
ん
で
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
文
部
科
学
省
補
助
に
よ
る
地

域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
等
を

実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
に
お
き
ま

し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
町
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
講
座
・
教
室
等
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
情

報
の
発
信
や
町
民
交
流
拠
点
と

し
て
の
活
用
促
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
町
立
図
書
館
に
お

い
て
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
町
内
各
小
中
学
校

及
び
各
地
区
公
民
館
へ
の
図
書

集
配
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
全
町
民
が
よ
り
身
近
に

図
書
館
を
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、
埋

蔵
文
化
財
の
確
認
発
掘
調
査
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
伊
礼
原
Ｃ
遺
跡
の
国
指
定

文
化
財
指
定
に
向
け
て
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
芸
術
文
化
の
振
興
施
策
と

し
て
町
民
に
対
し
伝
統
芸
能
を

鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
カ
ナ
イ
ホ
ー
ル
を
活
用
し

た
芸
術
文
化
事
業
の
展
開
や
芸

術
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て

そ
の
活
性
化
を
図
り
、
創
造
性

に
富
ん
だ
文
化
風
土
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
の
施
策
と
し
ま
し

て
、
北
玉
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
事
業
や
北
谷
小
学
校
進
入

路
整
備
事
業
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
北
谷
小
学
校
・

浜
川
小
学
校
及
び
桑
江
中
学
校

の
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
更

新
し
、
学
校
施
設
及
び
情
報
教

育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
宮
城
屋
外
運
動

場
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

当
該
施
設
整
備
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
健
康
増
進
や
地
域
活
性

化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
学

校
、
家
庭
と
密
接
な
連
携
の
下

に
、
そ
の
充
実
改
善
に
努
め
、

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発

達
と
食
生
活
の
改
善
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年

度
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し
た

給
食
配
送
車
輌
の
買
い
替
え
を

し
ま
す
。

（6）
行
政
改
革
等
の
推
進

行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て

は
、
行
政
改
革
大
綱
及
び
、
現

在
、
全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
る
行
政
改
革
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
優
先
順
位
を
検
討
し
な

が
ら
、
各
分
野
ご
と
に
具
体
的

な
行
政
改
革
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
公
の
施
設
の
管
理
運

営
に
係
る
指
定
管
理
者
制
度
へ

の
移
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
17
年
度
中
に
全
て
の
施
設
に

つ
い
て
、
基
本
方
針
に
基
づ
き

導
入
の
要
否
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
公
開
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
情
報
公
開
制
度
に
基

づ
き
、
行
政
執
行
の
た
め
作
成

さ
れ
た
公
文
書
は
町
民
と
の
共

有
財
産
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
原
則
公
開
の
基
本
方
針
の

も
と
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に

取
り
組
む
と
同
時
に
、
町
政
に

関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易
に

得
ら
れ
る
よ
う
地
域
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
活
用
を
図
り
、

引
き
続
き
情
報
公
開
の
総
合
的

な
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

す
。災

害
時
の
対
策
と
し
て
は
、

町
民
に
対
し
今
後
も
防
災
マ
ッ

プ
等
の
活
用
に
よ
り
、
く
り
か

え
し
町
内
の
災
害
危
険
区
域
、

避
難
所
施
設
等
の
周
知
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
食
料
や
飲
料

水
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
昨
年

購
入
し
た
携
帯
用
リ
ュ
ッ
ク
式

水
袋
の
数
量
を
年
次
的
に
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
避
難

所
に
備
蓄
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
本
町
西
海
岸
地
域
に
お
い

て
、
津
波
災
害
に
対
す
る
緊
急

避
難
場
所
の
周
知
を
図
る
等
の

啓
蒙
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

津
波
警
報
発
令
時
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
機
材
を
装
備
し
た
防
災

車
輌
の
購
入
を
し
ま
す
。

消
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ

の
活
動
拠
点
と
な
る
ニ
ラ
イ
消

防
本
部
庁
舎
及
び
通
信
シ
ス
テ

ム
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
三
町
村

相
互
の
消
防
業
務
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

（5）
教
育
・
文
化
等
の
推
進

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
度
か
ら
新
し
く
二
学
期

制
を
導
入
し
、
教
育
課
程
の
工

夫
・
改
善
を
行
い
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
い

て
、
児
童
に
よ
る
保
護
者
の
職

場
見
学
を
実
施
し
、
中
学
校
で

平成17年度施政方針



及
び
そ
の
他
の
経
費
の
過
不
足

額
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
２
件
の
特
別
会
計

補
正
予
算
並
び
に
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
補
正
予
算
の
議
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
議
案
件
と

し
て
、
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
予
算
以
外
の
議
案
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
条
例
議
案
が

「
北
谷
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
ほ
か
13
件
、
議

決
議
案
が
「
沖
縄
県
介
護
保
険

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
」
ほ
か
２
件
、
同
意
議
案
が

「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
」
２
件
を
提
案
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

も
、
契
約
議
決
議
案
と
し
て

「
北
玉
小
学
校
屋
内
運
動
場
改

築
工
事
（
建
築
）
請
負
契
約
に

つ
い
て
」
ほ
か
２
件
を
追
加
提

案
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
町
政
の
一
端
と
平
成

17
年
度
に
お
け
る
主
要
施
策
の

概
要
並
び
に
議
案
の
説
明
を
い

た
し
ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並

び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

平
成
17
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
４
日

北
谷
町
長
　
辺
土
名
朝
一

次
に
、
今
議
会
に
提
案
い
た

し
ま
す
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ

ま
し
た
諸
施
策
を
中
心
に
、

一
般
会
計
　
　
　
　
　
　
　
　

97
億
４
千
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　
　
　

26
億
５
０
０
９
万
５
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

14
億
６
１
７
５
万
２
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

９
億
４
２
５
万
７
千
円

水
道
事
業
会
計

９
億
６
２
３
５
万
５
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
義
務
的
経
費

高
速
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基

盤
施
設
整
備
に
よ
る
行
政
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
庁
舎

及
び
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

並
び
に
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
等
、

公
共
施
設
間
の
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
町
民
の

情
報
活
用
能
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
電
子
自
治
体
構
築
に
向

け
た
推
進
体
制
の
確
立
及
び
Ｉ

Ｔ
人
材
の
確
保
、
職
員
研
修
の

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
17
年
度
予
算
案
策

定
に
お
い
て
人
件
費
、
物
件
費
、

補
助
費
等
の
可
能
な
限
り
の
歳

出
削
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

歳
入
に
お
い
て
も
施
設
使
用
料

の
見
直
し
や
ハ
ン
ビ
ー
、
美
浜

地
域
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
伴

う
町
税
の
増
収
を
考
慮
し
た
自

主
財
源
確
保
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
歳
入
増
加
見
込
み
と
歳

出
削
減
額
を
合
計
し
て
も
概
ね

２
億
５
千
万
円
の
財
源
確
保
に

止
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

は
、
市
町
村
合
併
や
平
成
18
年

度
ま
で
続
く
三
位
一
体
の
改

革
、
平
成
19
年
度
以
降
の
第
二

次
改
革
、
介
護
保
険
の
抜
本
的

な
見
直
し
な
ど
に
よ
り
今
後
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
逼
迫
し
た
財
政
状
況
に
立

ち
向
か
う
た
め
に
、
県
内
の
多

く
の
市
町
村
議
会
に
お
い
て

行
政
、
イ
ベ
ン
ト
、
災
害
情
報

等
の
地
域
に
密
着
し
た
情
報
や

話
題
等
を
よ
り
広
く
提
供
す
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
を
活
用
し
た
広
報
の
充
実
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
地
方
自
治
体
で
共

通
し
、
重
複
す
る
よ
う
な
経
費

は
広
域
的
な
対
応
で
で
き
る
限

り
節
約
し
、
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
務
の
共
同
化
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
は
緊

要
な
課
題
と
し
て
認
識
し
、
今

後
も
引
き
続
き
調
査
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
複
数

の
自
治
体
に
よ
る
共
同
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、

効
率
的
な
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

共
同
化
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

電
子
自
治
体
の
推
進
及
び
情

報
化
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
は
こ
れ
ま
で
各
種
の

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

業
務
の
迅
速
化
に
よ
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
の
電
子
自
治
体

構
築
に
向
け
て
は
、
物
理
的
及

び
人
的
並
び
に
技
術
的
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
強
化
し
、
個
人

情
報
等
の
保
護
強
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
住
民
か
ら
よ
り
一

層
信
頼
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
超

も
、
議
員
定
数
の
大
幅
削
減
や

報
酬
の
見
直
し
、
費
用
弁
償
や

慣
例
的
な
視
察
研
修
の
廃
止
な

ど
に
よ
り
議
会
自
ら
積
極
的
に

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
て

お
り
ま
す
。

本
町
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
議
員
定
数
特
別
調
査
委
員

会
を
設
置
し
定
数
問
題
な
ど
が

調
査
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

今
の
社
会
経
済
情
勢
に
鑑
み
率

先
し
た
改
革
が
断
行
さ
れ
る
も

の
と
希
望
い
た
し
て
お
り
ま

す
。以

上
、
平
成
17
年
度
に
お
け

る
主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
。

４
　
お
わ
り
に
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〈
き
　
り
　
と
　
り
〉

満60歳以上の高齢者がイキイキと楽し
い時間と交流がもてるように各種教室・
サークルなどを行っています。
●お問い合わせ　1９３６-３５２１

みどりの日

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

施
策
の
し
く
み

税 金
ー４月は固定資産税の縦覧期間ですー

縦覧制度とは
土地又は家屋の納税者が、町内すべての土地・家屋の価格などが記載さ

れている縦覧帳簿を見て、ご自分の土地又は家屋の価格と比較することで、
その価格が適正かどうかを判断することができる制度です。
縦覧期間：4月1日(金)～5月2日(月) (土日祝祭日を除く 8：30～17：00)
縦覧場所：北谷町役場1F 税務課資産税係
縦覧できるもの 土地価格等縦覧帳簿(所在地・地番・地目・地積・価格)

家屋価格等縦覧帳簿(所在地・家屋番号・種類・構造・床面積・価格)
縦覧できる方 町内に土地又は家屋を所有する納税者の方。
※ただし、免税点(固定資産評価で、土地の価格が30万円・家屋の価格が20万円)未

満の方は納税義務が発生しないため縦覧はできません。また、土地及び家屋のいず

れか一方の資産を所有している方は、その資産のみの縦覧となります。

縦覧に際してのお願い
固定資産の納税者であるかどうかを確認する必要があるため、次のもの

を持参して下さい。
◇本人の場合→本人確認できるもの(免許証、保険証又は納税通知書等)と印鑑
◇本人以外の場合→所有者の委任状と代理人の印鑑
●お問い合わせ 税務課資産税係　1936-1234内193

健康体操教室9：30～
古典音楽教室14：00～

健康体操教室9：30～　ボイストレーニング11：00～
琉舞教室14：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～

レク指導者講習会10：00～　箏曲教室14：00～
民謡教室13：00～　折り紙教室14：00～

健康体操教室9：30～　琉歌サークル14：00～
古典音楽教室14：00～

グラウンドゴルフ講習会10：00～
大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～

レク指導者講習会10：00～　箏曲教室14：00～
民謡教室14：00～　折り紙教室14：00～

ゲートボール審判員講習会8：00～
歌声教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

健康体操教室9：30～
古典音楽教室14：00～

レク指導者講習会10：00～
箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

健康体操教室9：30～　ボイストレーニング11：00～
琉舞教室14：00～

健康体操教室9：30～
古典音楽教室14：00～

健康体操教室9：30～　ボイストレーニング11：00～
琉舞教室14：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(C)13：00～
社交ダンスサークル14：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(C)13：00～
社交ダンスサークル14：00～

ゲートボール審判員講習会8：00～
歌声教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
ギターサークル19：00～

レク指導者講習会10：00～
箏曲講習会14：00～　民謡教室14：00～　

健康体操教室9：30～　ボイストレーニング11：00～
琉舞教室14：00～

写真サークル10：00～

グラウンドゴルフ講習会10：00～
大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

●
お
問
い
合
わ
せ

北
谷
町
役
場
町
長
室

1
９
３
６-

１
２
３
４
内
１
７
１

国
基本理念を踏まえ

た施策(積極的改善措
置を含む)の総合的な
策定・実施の責務

地方公共団体
国の施策に準じた

施策及び区域の特性
に応じた施策の策
定・実施の責務

国民
男女共同参画

社会に寄与する
ように努める責
務

男女共同参画社会：男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思
によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、
もって男女が均等に政治的、経済的、社会的、及び文化的利益を享受
することができ、かつ共に責任を担うべき社会

①男女の人権の尊重

②社会における制度等についての配慮

③政策等の立案及び決定への共同参画

④家庭生活における活動と他の活動の両立

⑤国際的協調

基本理念

責務

施策の基本となる事項

男女共同参画社会の形成

①政府の男女共同参画基本計画の策定の義務　②国民の理解の
促進　③都道府県男女共同参画計画の策定の義務　④苦情の処
理等　⑤市町村男女共同参画計画の策定の努力義務　⑥調査研
究　⑦法制上又は財政上の措置　⑧国際的協調のための措置
⑨年次報告等　⑩地方公共団体及び民間の団体に対する支援
⑪政策の策定等にあたっての配慮

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

で
は
、
５
つ
の
柱(
基
本
理
念)

と
、
行
政
と
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役

割(

責
務
、
基
本
施
策)

を
定
め

て
い
ま
す
。

知
っ
と
こ
！

知
っ
と
こ
！
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人権・行政
無料法律相談

21日(木)

毎月第3木曜日　10時～16時
北谷町役場1階レセプションホール

※相談は無料、秘密は守られます。

戦争による余りにも大きすぎた
代償を払って得た歴史的教訓が現
在の平和憲法の基本理念となって
います。
本町では、私たちの子や孫のた

めにも沖縄を平和の発信地として
位置づけ、日本国憲法の理念を暮
らしの中に取り入れながら、町民
が日本国憲法を身近なものとして
考えることを目的として憲法講演
会を実施し、皆さんと共に憲法に
ついて考えていきたいと思います。
多数の皆様のご来場をお待ちし

ています。
●日時及び場所
平成17年4月19日(火) 19：00～
ちゃたんニライセンター　カナイホール
●演題及び講師
「平和憲法の真価」
稲葉 耶季 氏（琉球大学教授）
●対象：一般町民
●お問い合わせ
町長室 1936-1234 内171

憲法講演会

●国家公務員1・2種 (大卒程度)
1種　受付期間：4/1～4/8
2種　受付期間：4/13～4/22
●国家公務員3種 (高卒程度)
受付期間：6/21～6/28
●お問い合わせ
人事院沖縄事務所　1834-8400
http://www.jinji.go.jp/okinawa/

主な国家公務員
採用試験のお知らせ

一緒に始めませんか？親子で楽しい友達づくり
募集期間：４月１日(金)～30日(土)

幼児クラブ、母親クラブ(わんぱく児童館のみ)が、５月に活動をスタ

ートします。会員を募集しますので、どしどし応募して下さい。

●幼児クラブ

幼稚園就学前までの幼児(0～5歳)を対象とした親と子のためのクラブ

です。活動を通して幼児期の望ましい発達を促すとともに、親同士・

子ども同士の輪を広げることを目的としたクラブです。

毎週金曜日午前10時30分～11時30分、児童館職員と親子体操、制作

活動、運動あそび、季節的行事など。年会費は1,000円(材料費等)。

●母親クラブ（わんぱく児童館のみ）

みんなで語り合い助け合って楽しい子育てを目指し、健やかな子を育て

るために活動する母親たちの組織です。

毎週水曜日午前10時30分～11時30分、クッキング、ジャザサイズ、救

急講習会、トールペイント教室、フリーマーケット、交通安全マスコット

づくり、その他児童館行事のお手伝いなど。年会費は200円(保険代等)。

●両クラブへのお申込み及びお問い合わせ

・上勢桑江児童館（わんぱく児童館）1９３６-４０００
・宮城児童館（わくわく児童館）1９２１-７１７１
※募集期間後も随時募集しますので、まずはご連絡下さい。

経済的な理由により学資の援助を必要とする優秀な学生に対して学資

の一部を貸与する「平成17年度貸費生」を募集しています。

●貸費種類及び貸与月額

・県外大学生(大学院・短期大学及び専門学校生を含む) 50,000円以内

・県内大学生(大学院・短期大学及び専門学校生を含む) 30,000円以内

・国外留学生(大学・大学院及び短期大学) 50,000円以内

●応募条件

・日本国籍を有し、本町に１年以上引き続き住所を有する町民の子弟で

大学(大学院・短期大学を含む)又は専門学校(修業年限が２年以上の専

門課程)に在学する者。

・国外留学生については、我が国の大学等に相当する国外の教育機関に　

在学する者。

・応募者と生計を一にする家族の町・県民税の年税額が合計20万円以下の者。

・貸与した奨学金の返還義務を確実に履行できる者。

●受付期間：平成17年4月1日(金)～28日(木)

●お問い合わせ

北谷町育英会(北谷町教育委員会教育総務課内) 1982-7704

平成17年度北谷町育英会の貸費生募集

シルバーにお願いしてみてはいかがですか？

清掃や草刈り、庭木の剪定など、会員の長年培った知識や経験、高齢

者らしい気配りが大変喜ばれています。ご家庭や事業所の皆さん、お気

軽にご相談下さい。

●仕事内容：屋内外の清掃や草刈り、駐車場管理、チラシ配付など

●発注方法：電話で申込みできます。営利を目的としないので一般的に割安です。

●お問い合わせ：(社)北谷町シルバー人材センター　1９２１-７７２２
◆随時、会員募集中◆

対象は、北谷町に居住する60歳以上の健康で働く意欲のある方。
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●２月１３日

北谷町字宮城１-４７２

北谷町自治会長連絡協議会

会長　砂川　憲平　様

ニライまつり野菜即売の売上を寄

付として

３２，８８０円（町社協へ）

●２月１７日

北谷町字吉原７８８

森山　朝信　様

寄付として

５，０００円（町社協へ）

●２月１８日

北谷町字吉原１１８２

津嘉山　保秀　様

秋の叙勲受章祝賀会のお礼として

１００,０００円（町社協へ）

１００,０００円（町育英会へ）

ポイ捨てをなくし、一人ひとり

に社会的道徳の高揚と交通ルール

とマナーを守ることの大切さをア

ピールするため、県民総ぐるみで

道路環境クリーン活動が展開され

ます。北谷町でも町道や自治会周

辺の清掃活動などを行いますので

地域住民の皆様方のご参加よろし

くお願いいたします。

●日時：4月3日(日) 10：00～12：00

●実施場所

町道：三星レストラン前～県道24

号線、浜川漁港入口～謝苅入口、

謝苅入口～北前公民館前

自治会周辺(町道・公園等)：栄口

区・桑江区・謝苅区・北玉区・砂辺区

●お問い合わせ：総務課行政係

1936-1234内123

「美ら島」・「清ら道」
マナーアップクリーンデー

▼
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
私

が
広
報
を
担
当
し
て
ち
ょ
う
ど

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
前
任

者
の(

や)

さ
ん
の
言
う
と
お
り
、

毎
月
原
稿
の
締
め
切
り
に
追
わ

れ
て
い
る
と
本
当
に
時
が
た
つ

の
が
早
く
感
じ
ま
す
。
先
輩
方

に
教
わ
り
な
が
ら
無
我
夢
中
で

一
年
間
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

二
年
目
は
も
っ
と
余
裕
を
も
っ

て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
、
今
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。(

し
ん)

どうちゅいむにー 134

平成17年2月

■救急・火災時は
TEL 119
FAX 936-9199（聴覚障害者専用）
■消防に関するお問い合わせ
TEL 936-3721

ニライ消防本部北谷消防署
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ご芳志ありがとうございました

平成17年4月から
年金に新制度ができました

●新しい健康カレンダーが出来上がりました

平成17年4月から平成18年3月までの子どもの予防接種や健康診査の日程、人間ドッグ、

その他健康づくりに関する情報及び各教室の案内などお知らせが盛りだくさんです。

町役場もしくは保健相談センター、各公民館でお受け取り下さい。

（1）若年者納付猶予制度
20歳代の方は、本人(配偶者を

含む)の所得が一定額以下の場合
は、申請により月々の保険料納付
が猶予されます。この若年者納付
猶予制度の承認を受けている期間
は、滞納の扱いとはなりません。
また、満額の老齢年金を受け取る
ために、その後10年間のうちに保
険料を納付することができます。
申請場所：住民課国民年金係

1936-1234 内241、242
申請月：４月 (来年度からは毎年７
月申請)
（2）第３号被保険者の特例
第３号被保険者の届出が遅れた

ときには、２年前までさかのぼっ
て第３号被保険者の期間となりま
すが、それ以前の期間は「保険料
未納の取扱い」となっていました。
今回の改正では、特例の届出をし
ていただくことによって２年以上
前の期間も第３号被保険者期間と
して取扱い、将来その分の年金を
受け取ることができるようになり
ます。
届出先：コザ社会保険事務所

1９３３-３４３７

学生で収入がなく、保険料が納

められない人は、市区町村の国民

年金の窓口に申請し、社会保険事

務所の承認を受けると、申請した

月の前月分から年度末(３月)まで

保険料が猶予されます(学生納付

特例制度)。

●対象となる学生

学校教育法に規定されている高

等学校、大学、大学院、短期大学、

高等専門学校、専修学校などに通

う20歳以上の学生で、本人の前

年所得が一定基準以下の方。夜間

部、定時制課程、通信制課程の学

生も含みます。

※学生納付特例制度の対象となら

ない一部各種学校、予備校、海外

の大学の学生の方は一般の保険料

免除(全額・半額)制度をご利用下

さい。

●手続きに必要なもの

①学生証の写しまたは在学証明書

②年金手帳

③印鑑(本人が署名する場合は不要)

④前年所得がある人は、前年所得

を証明するもの(所得証明書、源

泉徴収票、確定申告書の写し等)

⑤失業を理由とするとき　

(下記のいずれか)

・雇用保険受給資格者証の写し

・雇用保険被保険者離職票の写し

・離職者支援資金の貸付を受けた場

合は、「貸付決定通知書」の写し

・右記書類に準ずる公的機関の証　

明の写し

●申し込み先

住民課国民年金係

1936-1234 内241、242

学生納付特例制度
についてのお知らせ

救急出場状況救急出場状況

＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ たんゃ の人口ち たんゃ の人口ち

♀♂♂♀
平成17年2月28日現在

人　口　26,768人（+39）

男　　13,035人（+21）

女　　13,733人（+18）

世帯数　9,373世帯（+31）

( )内は前月との比較

交　　通

労　　災

一般負傷

転　　院

急　　病

不 搬 送

自損行為

加　　害

運動競技

月　計

累　計



２
月
16
日(

水)

、
福
祉
啓
発
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
北
玉
小
学
校(

傳
道
光
枝
校
長)

が
そ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
心
を
込
め
て

育
て
た
き
れ
い
な
花
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
玉
城
幸
一
自

治
会
長
は
「
子
供
達
が

公
民
館
に
足
を
運
び
父

母
と
一
緒
に
地
域
活
性

化
が
出
来
れ
ば
非
常
に

い
い
こ
と
だ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
傳
道
校

長
も
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

北
玉
区
広
報
通
信
員

小
長
朝
子
さ
ん

去
っ
た
北
前
区
の
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

に
参
加
し
た
の
が
縁
で
、
「
１
月
26
日(

水)

、
私
達
の
ふ
れ

あ
い
給
食
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。
」
桑
江
中
学
校
１
年
生
の

皆
さ
ん
か
ら
、
北
前
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

可
愛
い
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

を
と
お
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
昔
の
遊
び
や
、
出
来
事
な
ど
を

勉
強
す
る
の
が
ね
ら
い
で
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
招
待

し
た
よ
う
で
す
。

当
日
は
歌
や
踊
り
で
迎
え
ら
れ
、

各
教
室
に
分
か
れ
て
楽
し
く
懇
談
、

そ
し
て
お
待
ち
か
ね
自
分
達
の
時
代

に
は
な
か
っ
た
給
食
で
、
ト
レ
ー
に

盛
り
付
け
ら
れ
た
ご
ち
そ
う
を
い
た

だ
き
な
が
ら
「
当
時
は
お
芋
が
主
食

で
お
米
は
な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
」
と
話
し
た
ら
「
ウ
ッ
ソ

ー
！
今
、
焼
き
芋
は
高
い
よ
。
」
と

子
ど
も
達
に
言
わ
れ
、
時
代
の
流
れ

を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、

教
室
で
食
べ
た
弁
当
を
思
い
出
し
、

な
つ
か
し
く
な
っ
た
一
日
の
よ
う
で

し
た
。
桑
江
中
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
。

北
前
区
広
報
通
信
員

屋
良
幸
子
さ
ん

学
推
協
上
勢
区
支
部
と
上
勢
区
自
治
会
主
催
の
「
新
春

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
＆
も
ち
つ
き
大
会
」
が
１
月
30
日(

日)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
引
い
て
の
親
子
連
れ
を
含
め
百
名
余

り
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
国
体
道
路
よ
り

北
側
の
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
今
年
は
上
勢
区
全
域
に
コ
ー

ス
を
広
げ
、
１
グ
ル
ー
プ
10
人
程
の
老
若
男
女
ミ
ッ
ク
ス

チ
ー
ム
で
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
。
１
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
大

人
用
、
子
供
用
２
つ
の
問
題
を
解
き
な
が
ら
全
10
ポ
イ
ン

ト
を
約
１
時
間
か
け
て
自
分
達
の
住
む
上
勢
区
を
探
検
！

汗
を
か
い
て
戻
っ
た
そ
の
後
は
、
皆
で
も
ち
つ
き
ぺ
ッ

タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
！
大
人
も
子
供
も
一
生
懸
命
「
お
い
し

く
な
〜
れ
！
」
と
餅
を
つ
き
、
つ
い
た
お
餅
は
皆
で
お
い

C
G
G(

ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
グ
レ
イ
シ
ャ
ス)

運

動
の
一
環
と
し
て
上
勢
区
中
央
線
及
び
上
勢
桑
江
線
の
花

植
え
作
業
が
２
月
20
日(
日)
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
雨
模
様
の
中
、
区
政
委
員
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
上

勢
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
北
谷
中
テ
ニ
ス
部
、
そ
し
て
ハ
ン
ズ

オ
ン
野
球
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

が
区
の
美
化
の
た
め
に
一
生

懸
命
お
花
を
植
え
て
く
れ
ま

し
た
。
上
勢
区
の
沿
道
が
春

に
向
か
っ
て
ベ
ゴ
ニ
ア
、
ペ

チ
ュ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
等
の

お
花
で
色
ど
ら
れ
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

上
勢
区
広
報
通
信
員

濱
崎
ま
な
み
さ
ん

し
く
い
た

だ
き
ま
し

た
。
来
年

は
晴
れ
ま

す

よ

う

に
！

3日2日(水)、北玉幼稚園ではお茶会が

行われました。体験する機会の少ないお

茶の作法に皆興味津々。抹茶の苦味にし

かめっ面をする園児に、おいしそうに飲

み干す園児。様々な顔が見られました。

北谷・嘉手納・宜野湾

2月27日(火)、沖縄県総合運動公園を発着点に
「2005おきなわマラソン」が開催されました。県内外
から参加者は総勢6993名(町内在住者262名)。そして、
沿道には多くの方々が応援にかけつけ、「ガンバレ、
ガンバレ！」と温かい声援を送り、寒空の下で頑張
るランナーたちを勇気づけました。
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毎週土・日曜日の午前9：00～9：20

北谷町の情報をお知らせします。
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